
改善計画

7月 1月

・主体的に学ぶ児童を育成し，
学力を高める。

・１００マス計算や漢字のドリル学
習等を行い，基礎学力の定着を図
る。
・授業の中で，活用能力を高める指
導を行う。

・標準学力テストで評定
２以上の児童の割合

８０%

・コミュニケーション能力を高
め，自発的に課題解決を図る児
童を育成する。

・プロジェクト型学習を取り入れた
探究的な学習を行う。

・ICTを活用した授業改善を行う。

・探究的な学習の授業改
善を行っている教員の割
合

・ICT機器を活用して思考
を深めることができたと
肯定的に評価している児
童の割合

１００%

９０％

・自他を大切にする行動・心磨
きができる児童を育てる。

・児童会を中心にGO５せらひがしっ
子の推進をする。
（①自分から元気よく挨拶をしよ
う。
　②ろうかは右側を静かに歩こう。
　③トイレのスリッパをそろえよ
う。
　④５分前行動・ベル着をしよう。
　⑤自分や人のよいところやがん

・GO５せらひがしっ子の
児童アンケートで肯定的
に評価している児童の割
合

80%

・児童の良さや成長を記録する取組
を推進する。

・「自分や友達の良いと
ころを見つけることがで
きる」と肯定的に評価し
ている児童の割合 80%

・自ら課題意識を持ち，走力を
鍛える。

・朝会や体育の授業等で，走力向上の取
組を行う。（各学年で月一回の計測を行
い，目標タイムを把握して取り組む。）

・「５０ｍ走」の数値が
県平均を超える児童の割
合

70%

・基本的生活習慣を定着させ
る。

・月１回の「生活見つめなおし習
慣」の取組を推進する。
・生活見つめ直しの全項目で満点の
児童には賞状を発行する。

・月１回の生活見つめ直
し週間で，「寝る前にメ
ディアにふれない。※１
～３年２０時半まで，4～
６年２１時まで」５点以
上の児童の割合（５点満
点） 70%

特
色
の
あ
る
学
校

地域と共に開かれた
学校を創造する

・ＣＳを生かし，学校と地域と
がwinwinの関係性をもった継続
性のある取組を進める。

・地域と連携・協働するために，情報交
換を行いながら，学校教育活動に参画し
てもらう。

・地域の物的・人的資源
を生かした教育活動を年
間２０回以上行う。

・地域との協働活動を年
間２回以上行う。

100％

100％

　

豊
か
な
心
の
育
成

【資質・能力】

自分の良さに気づ
き，新たな目標に向
かう児童を育てる。

d 目標達成のための方策 e 評価指標

健
や
か
な
体
の
育
成

【資質・能力】

課題意識を持って，
健康な体を育成す
る。

確
か
な
学
力
の
向
上

【資質・能力】
コミュニケーション
能力を高め，自発的
に他者と協働して課
題解決を図る児童を
育成する。

b 中期経営目標
（3年目/3年計画）

(子ども達に育てたい資質・能力）
　
　　「自発性」
　　「コミュニケーション能力」

ａビジョン
＜学校教育目標＞    「未来を拓き，たくましく生きる子どもの育成」
【めざす　学校像】地域と共に歩む学校　人が育ち信頼される学校・・・「学校が好き」「地域が好き」
【めざす子ども像】夢や志をもち，自ら挑戦する子ども・・・「挨拶する子・探究する子・協働する子」
【めざす教職員像】自らを磨く教職員・・・「確かな授業力」「新たな事に挑戦・創造」「協働」
【めざす　授業像】自ら学ぶ・学びを広げる・・・「わくわく」「わかった」「もっとやりたい」
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